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はじめに
　ベルギーのデザイナーで建築家，アンリ・
ヴァン・ド・ヴェルド（Henry van de Velde, 
1863-1957）は，名声が国外にまで及ぶと，
まずベルリンに招かれ，続いて校長を務めた
ヴァイマールの工芸学校がバウハウスの前身
となったことで知られる。また，バウハウス
前史の一部をなすドイツ工作連盟での活動や，
ヘルマン・ムテジウスとの論争でも知られる。
それに対し，ベルギー時代の活動については
不明確な点も多い。
　本論ではまず，ヴァン・ド・ヴェルドが絵
画からデザインや建築へと移行した経緯につ
いて考察する。次に，デザインや建築を手が
け始めた頃，ブリュッセルに生活と創作活動
の基盤を置いていたが，その中心となってい
た，自ら設計しブリュッセル郊外のユックル
に建設した自邸ブルーメンヴェルフとそこで
の生活に関して再検討する。

１．Les XX, La Libre Esthétique
　Les XX（レ・ヴァン，二十人会）は1883
年にブリュッセルで発足した反アカデミズム
の前衛的な芸術家グループである。1893 年
に再編成されて La Libre Esthétique となる。
Les XX に加入したヴァン・ド・ヴェルドは，
1887年の Les XX 展でジョルジュ・スーラの

〈グランド・ジャット島の日曜日の午後〉や
ポール・シニャックの作品に影響され，点描
主義的な作品を描くようになったが，1890年
と翌91年の同展でフィンセント・ファン・
ゴッホの作品に接し，点描とは異なる作品も
試みるようになる。

２�．William Morris とアーツ・アンド・クラ
フツ運動の影響

　ヴァン・ド・ヴェルドがウィリアム・モリ
スを知った時期は十分明らかにはなっていな
いが，1891年の Les XX 展が一つの契機だっ
たと考えられる。ヴァン・ド・ヴェルドの友
人であり，Les XX 設立当初からのメンバー
であるウィリアム・フィンチはこの年，自分
で焼いた陶器の皿を出展している。同展では
1888年にロンドンで始まったアーツ・アン
ド・クラフツ展の影響もあり，装飾芸術の存
在，少なくともそれへの注目が大きくなって
いた。
　1892年の Les XX 展には装飾芸術または工
芸のために一室が設けられ，それまでは絵画
のみの出展だったヴァン・ド・ヴェルドも，
その年は刺繍制作のための下絵〈干し草を作
る人〉を出展している。装飾芸術（または工
芸）のための部屋にはヴァン・ド・ヴェルド
の作品と共に，イギリスの挿絵画家たちの作
品を展示していたが，特別展示ケースには挿
絵入りのモリスの本が展示されていたようで
ある。この本はおそらく，モリスが1891年に
ロンドンのハマスミスで設立したケルムス
コット・プレスの刊本のいずれかであったの
ではないかと考えられる。1892年はヴァン・
ド・ヴェルドにとって，フィンチを通して，
モリス自身やモリスに大きな影響を与えたイ
ギリスの思想家ジョン・ラスキンへの関心が
深まった年でもあった。フィンチはイギリス
の家系の出身であり，近代イギリスの建築や
装飾芸術の新しい試みに通じていた。
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３．「装飾芸術」と「総合芸術」
　点描主義の画家として出発したが，ヴァ
ン・ド・ヴェルドは，自分の絵画芸術の基礎
を点とするか線におくかという悩みを抱える
ことになった。しかし，この時期，ヴァン・
ド・ヴェルドはもうひとつの大きな判断を迫
られていた。それは，絵画の枠を超えた，絵
画芸術か装飾芸術かという，芸術のジャンル
自体の選択の問題であった。
　フィンチを通じて知ることになったと思わ
れるラスキンやモリス，そしてアーツ・アン
ド・クラフツ運動は，この点と線，つまり
スーラとファン・ゴッホとの間に悩む画家に
とっては救いであった。ヴァン・ド・ヴェル
ドは，悩み尽きない絵画から装飾芸術へと，
専心すべき造形芸術自体を変えたのである。
　この時期のヴァン・ド・ヴェルドにとって
のもう一つの大きな出来事は，妻となる女性，
マリア・セトゥとの出会いであった。二人は
協力してモリスとアーツ・アンド・クラフツ
運動に関する情報を集め，自邸ブルーメン
ヴェルフを建てた。出版物等で，ベルギーあ
るいはブリュッセルの「レッド・ハウス」と
呼ばれることもあるブルーメンヴェルフだが，
レッド・ハウスと非常に似ているわけではな
い。立面に関してはレッド・ハウスの正面で
ある北側の三つの三角破風が並ぶ立面や，モ
リスがもっとも愛した建築物とされる別荘，
ケルムスコット・マナーに見られる複数の破
風はブルーメンヴェルフのデザイン上の最大
の特徴の一つである正面に並ぶ三つの破風の
影響源となったかもしれないが，平面に関し
ては，ほとんど共通点はみられないと言って
いい。
　しかしヴァン・ド・ヴェルドとマリアは１
階のアトリエや２階の書斎を作業場とし，
レッド・ハウスでのモリスと妻ジェイン同様，
装飾芸術と一体となった生活を営んだ。彼ら

にはモリス夫妻を超えていたところさえある。
それは写真等で伝わるヴァン・ド・ヴェルド
によるマリアのドレスのデザインに見られる。
室内装飾に留まらず，そこに住む人の衣服ま
でをも統一的に造形する，総合芸術（Gesamt- 
kunstwerk）としてのデザインである。
　画家時代の悩み，画家時代を終わらせた

「点か線か」という悩みは無駄ではなかった。
結局，ヴァン・ド・ヴェルドは装飾芸術を選
び，その造形の基礎となったのは，点ではな
く線であった。それがヴァン・ド・ヴェルド
にとっての曲線の装飾芸術「アール・ヌー
ヴォー」であったとも言える。

おわりに
　ヴァン・ド・ヴェルドの曲線は，ヴィクト
ル・オルタやエクトル・ギマールなど，他の
アール・ヌーヴォーのデザイナーが用いる自
由奔放な曲線ではなく，抑制のきいた曲線で
ある。それは，先行研究にもあるように，日
本の型紙などから学んだものであった可能性
が高い。内壁に型紙などを掛けたブルーメン
ヴェルフは，ヴァン・ド・ヴェルドの特徴的
な張りのある曲線を育んだ住まいでもあった
のである。
　その自邸は，レッド・ハウスとは，少なく
とも平面は非常に異なる。共通要素を探すな
らば，正面の三つの破風ぐらいであろう。そ
れ以上の共通要素は，そこで営まれた芸術が
日常となった生活，二組の夫婦の間柄であり，
新しい芸術を求める人々の集いの場となった
という社会的事実であった。ブルーメンヴェ
ルフは，そこでヴァン・ド・ヴェルドが抑制
のきいた張りのある曲線という特徴的な造形
の基礎を築き，ブリュッセルを拠点にフラン
スからドイツにまでわたる活動を展開し始め
た場所なのである。

81


